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ク提携の時代に向かうと 21 世紀を展望していた。3 
 
本書は、現時点の「危機と再生の構造」を①日米欧自動車メーカーの動向（第 1，2 章）、
























3 下川浩一『日米自動車産業攻防の行方』時事通信社、1997 年、256－258 ページ。 
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は、1 台当たり利益マージンで約 10%に対して 20 数%、価格で 2 倍、利益で 4 倍と推測










著者は、かつて年間 1700 万台に膨らんだことのある北米市場が、今後「年間 1500 万台
に戻るのも難しい」「当面は年間 1000 万～1200 万台の時代が続く」と断定し、縮小均衡
へ向かうとしている（本書 234－235 ページ、以下同じ）。 
 


















                                                   
4 下川浩一『自動車ビジネスに未来はあるか？－エコカーと新興国で勝ち残る企業の条件』宝島社新書、
2009 年、19 ページ。 
5 下川浩一『「失われた十年」は乗り越えられたか－日本的経営の再検証』中公新書、2006 年、120 ペ
ージ。なお、当然のことながら、2009 年秋から今日に至る「トヨタ・リコール車問題」「トヨタ品質問題」
は、本書の射程外であり考察されていない。本書では、「トヨタシステム」は、「伝説」のままで認識され






Journal of Innovation Management No.7 - 178 - 
当面 50%を超えるシェアをもつ 800cc のスズキ・アルト（約 40 万円）から超廉価車であ


















る石油依存度は 2005 年の 18.8%から 2030 年には 20～22%程度となり、石油の輸入依存
度は現在の 60%弱から現在のアメリカの 63%を上回る 70%以上となり、現在の外貨保有



















庫日数が、それまでの平均 40 日余りだったものが、2008 年 11 月以降 100 日を超える事
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態を現出したのか？（27、64 ページ）。 ジャスト・イン・タイムの本家トヨタの在庫日
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